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羽
野
順
一
前
会
長
の
2
期
4
年
間
の

後
を
受
け
、
辞
馬
県
山
岳
連
盟
の
会
長

を
お
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

全
岳
連
会
員
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

岳
連
と
は
酵
馬
初
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

計
画
が
始
ま
っ
た
一
九
七
〇
年
春
頃
か

ら
関
わ
り
、
理
事
、
常
任
理
事
、
海
外

登
山
研
究
会
委
員
長
、
副
理
事
長
、
理

事
長
、
副
会
長
な
ど
を
務
め
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
会
長
は
責
任
の
大
き
さ

重
さ
が
違
い
ま
す
。
緊
張
感
を
持
っ
て

任
に
当
た
っ
て
参
り
ま
す
。

登
山
界
は
今
、
激
変
・
縮
小
期
に
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
日
本
の
時
代
の

変
わ
り
目
、
世
の
中
の
動
き
と
無
縁
で

は
な
く
、
地
方
岳
連
も
登
山
界
も
難
し

い
舵
取
り
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。
経

済
も
そ
う
簡
単
に
復
活
し
そ
う
に
あ
り

ま
せ
ん
が
何
を
す
る
に
も
原
資
が
必
要

で
す
。
こ
れ
も
大
問
題
で
す
。

本
年
度
の
役
員
改
選
に
伴
い
副
会
長

三
人
、
副
理
事
長
二
人
体
制
と
な
り
ま

し
た
。
角
田
二
三
男
副
会
長
に
は
四
期

目
を
お
願
い
し
、
小
泉
俊
夫
、
吉
田
直

人
新
副
会
長
、
角
田
守
、
高
橋
守
男
新

副
理
事
長
を
迎
え
て
佐
藤
光
由
理
事
長

を
中
心
に
強
力
な
布
陣
で
着
実
に
活
動

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

日
本
山
岳
協
会
は
平
成
二
十
五
年
度

か
ら
新
公
益
社
団
法
人
へ
移
行
す
べ
く

準
備
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
れ
に
伴
い

私
共
都
道
府
県
山
岳
連
盟
も
活
動
内
容

を
会
員
向
け
だ
け
に
留
ま
る
こ
と
は
許

さ
れ
ず
「
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
の
利

益
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
」
、
分
か

り
易
く
言
う
と
年
間
予
算
の
半
分
以
上

を
岳
連
会
員
外
の
登
山
関
連
活
動
に
使

わ
な
く
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
進
め
る
た
め
に
も

加
盟
山
岳
会
が
会
員
増
を
計
る
こ
と
は

当
然
と
し
、
組
織
強
化
の
た
め
に
は
加

盟
山
岳
会
を
増
や
す
努
力
も
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
県
内
に
は
勤
労
者
山
岳

連
盟
に
も
加
盟
し
て
い
な
い
山
岳
会
、

山
岳
愛
好
会
、
同
好
会
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
そ
れ
ら
の
皆
さ
ん
に
働
き
か
け
て

）

加
盟
を
促
す
必
要
が
あ
る
。
積
極
的
な

登
山
活
動
、
技
術
向
上
、
遭
難
防
止
、

万
一
の
場
合
の
山
岳
保
険
の
た
め
の
日

山
協
共
済
会
加
入
、
自
然
保
護
、
自
然

環
境
保
護
の
啓
発
な
ど
を
　
「
一
緒
に
進

め
ま
し
ょ
う
」
　
と
。

ジ
ュ
ニ
ア
と
中
高
年
登
山
者
の
育
成

は
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
す
。
ジ
ュ
ニ

ア
育
成
は
す
ぐ
に
会
員
が
増
え
る
、
岳

連
の
力
に
な
る
な
ど
即
効
薬
的
に
結
び

つ
く
も
の
で
は
な
い
が
、
将
来
へ
向
け

て
の
布
石
、
下
地
づ
く
り
と
心
得
て
、

承
知
す
べ
き
で
あ
る
。
中
高
年
登
山
者

も
一
時
の
勢
い
は
無
い
に
し
て
も
、
こ

の
世
代
の
皆
さ
ん
の
社
会
的
経
験
な
ど

組
織
と
し
て
も
頼
れ
、
非
常
に
有
用
で

ある。岳
連
運
営
は
こ
れ
ま
で
は
良
い
意
味

で
の
　
「
委
員
会
任
せ
」
　
で
釆
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
委
員
会
相
互
あ
る
い
は
委
員

長
以
外
の
岳
連
理
事
、
会
員
が
全
委
員

会
に
も
っ
と
関
心
を
持
ち
、
眼
を
光
ら

せ
、
関
わ
る
こ
と
で
の
活
動
の
活
性
化
、

適
正
化
を
図
る
。
こ
れ
は
日
本
山
岳
協

会
も
全
く
同
じ
で
あ
る
。

岳
連
活
動
で
は
何
が
根
幹
か
と
い
え

ば
、
や
は
り
登
る
こ
と
で
あ
る
。
私
自

身
が
最
近
は
あ
ま
り
登
っ
て
い
な
い
の

で
言
い
に
く
い
が
、
今
の
岳
連
活
動
は

本
末
転
倒
の
活
動
に
な
っ
て
い
な
い
だ

ろ
う
か
？
と
に
か
く
登
る
こ
と
を
最
優

先
さ
せ
、
登
る
こ
と
以
外
は
そ
れ
に
付

随
す
る
活
動
で
あ
る
、
「
登
る
た
め
に
あ

る
」
　
と
認
識
し
た
い
。
も
ち
ろ
ん
登
る

こ
と
は
各
加
盟
山
岳
会
に
任
せ
、
岳
連

は
も
っ
と
大
所
に
立
っ
て
山
岳
会
活
動

が
や
り
や
す
い
よ
う
支
援
す
る
こ
と
で

あ
る
と
承
知
し
て
い
て
も
で
あ
る
。
辞

馬
に
は
良
い
山
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
日

本
有
数
の
第
一
級
の
岩
場
も
控
え
て
い

る。

競
技
、
国
体
で
あ
る
が
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
施
設
の
極
端
に
少
な
い
本
県
と
し
て

は
先
ず
施
設
の
拡
充
へ
の
活
動
を
開
始

し
た
い
。
本
格
的
な
リ
ー
ド
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
ボ
ー
ド
は
少
し
先
送
り
と
し
て
も
、

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
用
ボ
ー
ド
く
ら
い
は
県

内
十
一
市
の
公
的
施
設
に
最
低
一
カ
所

ず
つ
位
は
ど
う
し
て
も
欲
し
い
。
十
一

市
長
や
群
馬
県
当
局
へ
働
き
か
け
た
い
。

来
年
は
醇
馬
が
国
体
の
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

担
当
で
あ
る
。

指
導
者
は
必
要
で
あ
る
が
、
高
校
生

や
中
学
生
が
遠
く
ま
で
出
か
け
る
た
め

の
父
兄
や
顧
問
教
師
の
負
担
を
減
ら
し
、

手
を
煩
わ
せ
な
く
と
も
近
場
で
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
出
来
る
よ
う
に
な
ら
な
く
て

は
競
技
力
強
化
、
ど
こ
ろ
か
普
及
も
か

な
わ
な
い
。
一
緒
に
進
め
ま
し
ょ
う
。

下
し
支
援
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
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吉田直人
副会長

女屋等志
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業
計
画
・
同
収
支
予
算
が
審
議
さ
れ
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

五
　
島
連
会
報
の
発
行

「
山
岳
ぐ
ん
ま
」
　
の
発
行
を
通
じ
、

会
員
の
結
び
つ
き
と
啓
発
を
図
る
。

《
平
成
二
十
四
年
度
事
業
計
画
》

一
連
難
防
止
活
動
の
推
進

谷
川
岳
を
中
心
と
し
た
地
域
の
遭
難

防
止
の
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、

救
助
活
動
及
び
救
助
隊
の
技
術
の
向
上

の
た
め
訓
練
を
行
う
。

六
　
海
外
登
山
の
計
画

第
十
次
岳
連
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
計
画

する。

二
〇
二
一
年
五
月
二
十
七
日
（
目
）

午
後
六
時
か
ら
、
群
馬
県
山
岳
連
盟
平

成
二
十
四
年
度
総
会
が
前
橋
市
内
の
上

毛
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
規
約
に
従
い
羽
野
会
長
が

議
事
進
行
し
、
女
屋
等
志
事
務
局
長

が
議
案
書
に
基
づ
き
説
明
し
、
平
成

二
十
三
年
度
事
業
報
告
、
同
収
支
決
算

報
告
等
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
異
議
無

く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
平
成
二
十
四
・
二
十
五
年
度

の
会
長
・
副
会
長
の
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、
理
事
会
か
ら
会
長
に
八
木
原
因
明

氏
、
副
会
長
に
角
田
二
三
男
、
小
泉
俊

夫
、
吉
田
直
人
の
三
氏
が
推
薦
さ
れ
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
で
監
事
に
水
野
金
太
郎
、

藤
沼
隆
男
両
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
長
に
は
女
屋
等
志
氏
が
会
長
か

ら
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
八
木
原
新
会
長
に
よ
り
議

事
が
進
行
さ
れ
、
平
成
二
十
四
年
度
事

二
　
国
民
体
育
大
会
へ
の
参
加
と
選
手

強
化

第
六
十
七
回
国
体
山
岳
競
技
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
　
（
東
京
都
）
　
及
び
　
「
ぎ
ふ

清
流
国
体
」
（
岐
阜
県
）
　
へ
の
参
加
と

好
成
績
を
目
標
と
す
る
選
手
強
化
を
推

進
す
る
。

三
　
㈲
日
本
山
岳
協
会
主
催
行
事
等
へ

の
参
加
と
各
会
の
交
流

㈲
日
本
山
岳
協
会
主
催
行
事
等
に
参

加
す
る
と
と
も
に
、
各
会
相
互
の
交
流

を
深
め
、
研
修
会
等
を
通
じ
て
技
術
の

向
上
、
岳
人
と
し
て
の
モ
ラ
ル
の
高
揚

を
図
る
。

七
　
第
二
回
上
州
武
尊
山
ス
カ
イ

ビ
ュ
ー
ト
レ
イ
ル
の
支
援

第
二
回
上
州
武
尊
山
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー

ト
レ
イ
ル
の
コ
ー
ス
調
査
と
、
山
岳

コ
ー
ス
に
お
け
る
競
技
運
営
を
支
援
す

る。

主
催
　
上
州
武
尊
山
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー

ト
レ
イ
ル
実
行
委
員
会

期
日
　
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
九

日
〈
土
）
～
三
十
日
（
日
）

会
場
　
利
根
郡
川
場
村
　
上
州
武
尊

山
周
辺

四
　
自
然
保
護
活
動
の
推
進

自
然
観
察
会
を
開
催
、
ま
た
、
尾
瀬

の
ゴ
ミ
持
ち
帰
り
運
動
、
谷
川
岳
等
の

美
化
運
動
等
の
推
進
に
協
力
す
る
。

八
　
第
二
十
八
回
群
馬
県
民
の
日
記
念

事
業
「
第
三
十
五
回
県
民
登
山
大
会
」

の
開
催

「
ぐ
ん
ま
山
と
森
の
月
間
」
　
協
賛
イ

ベ
ン
ト
及
び
「
県
民
の
日
」
　
及
び
　
「
ぐ

ん
ま
山
の
日
」
　
制
定
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
、
一
般
県
民
か
ら
参
加
者
を
募

集
し
、
県
民
登
山
大
会
を
開
催
す
る
。

期
日
　
平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
一

日（日）
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平成24°25年度　群馬県山岳連理役員及び専門委員会名簿

謬擬 態畿 �� ��八木原因明（ミヤマ） 

議 ��謬饗 繋議 ��萎曇角田二三男（高体連）小泉俊夫（前橋）吉田直人（墳） 

車 �� ��水野金太郎（沼田）藤沼隆男（大間々） 

草 ��佐藤光由（ミヤマ） 

議 ��事 ��一角田　守（前橋）高橋守男（高体連） 

一　◎長谷川　勇（中之条） 

饗宴 ��委員 ��一一◎女屋等志（ミヤマ） 
考案◎岡安茂能（高体連） 

ヽ 饗＿翳‾一◎小暮文彦（墳）梁瀬佐市（沼田）櫻澤　斉（沼田） 

饗一　翼◎角田　守（前橋）○星野俊充（墳）※山田精一（高体連） 露撥　　※対比地　昇（高体連）岩井英芳（個人）石橋　修（独峰） 

＿一重⑥赤松久宇（太田）○堀越利通（登商会）※新井好司（高体連）松田龍彦（前橋） ‾茂木稔（独峰）岩崎年伸（高体連）斉藤健（登商会） 饗一 

富貴富 �轍 ��中華 ��謬一　‾曇一◎鋤持典之（墳）※田島崇行（登高会）飯塚敏宏（ミヤマ） 

繋萎　◎斎藤長作（松井田）※松本　博（前高OB）三田治宣（太田） 謹　暮 ��麗一 

草 ��季ヰ ��一一　◎見城正造（沼田） 

：個 �人 ��亘妻 ��露　＿一⑥阿部　源（ミヤマ）※山越稔雄（登商会）新井邦光（高崎）長田厚実（沼田） 

箋　根岸良夫（県観光物産課長）林　康宏（県スポーツ健康課長） 
∴串 �撥饗 ��馨　粥 襲柘植　求（競技委員会、ウォールストリート） 

一三山崎孝利（吾妻）萩原孝志（安中）永井仲之（渋川岳想）串橋早馬（信越化学）中島正二（水上） 
∃ニーI＝ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　、　　　　　＼ 

車 �� ��曇原口慎太郎（太田）鋤持英司（中之条）豊野則夫（石遊）小和田和貞（くヤマ）野口勝広（松井田） 
一一一菱田中洋史（高体連）関口達也（富士重工）山本泰司（アイスエクストリーム）鹿田雄三（桐生） 

萎髪桑髪‾植木康夫（前高OB）石井達幸（伊勢崎）毛呂憲治（前橋）清野啓介（沼田） 
桑＿橋本　勝（日本山岳写真協会）前原　勉（大間々）町田幸男（シグマ） 

曇一三女屋等志（ミヤマ） 
謂 ��一局： 

◎常任理事・委員長　○常任理事・副委員長　※副委員長

平成24，25年度　群馬県山岳連理顧問“参与

中曽根弘文　羽野順一（墳） 

小林次郎（登高会）石井謙一郎（伊勢崎）田中成幸（登高会）渋滞真一（墳） 

中原正喜（ミヤマ）月岡武久（星稜）吉田茂作（前事務局長）田中肛借（鵬翔） 

太田忠行（独峰）加藤藤夫（富士重工）樋口宗平（桐生）水野金太郎（沼田） 

惇田正也（高体連）中澤安信（伊勢崎）牛久保　拓（伊勢崎）井下隆弘（伊勢崎） 

村上泰賢（倉渕）竹山繁男（独峰）松永幸雄（沼田）寺内正明（前高OB） 

まんぐ畠山

会
場
　
赤
城
山
南
面

主
管
　
個
人
会
員
委
員
会

九
　
各
種
研
修
会
及
び
講
習
会
の
開
催

登
山
指
導
委
員
会
及
び
遭
難
対
策
委

員
会
が
主
管
し
て
、
県
民
一
般
及
び
岳

連
会
員
を
対
象
に
登
山
技
術
講
習
会
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
登
山
指
導
員
の

資
質
の
向
上
を
目
的
に
研
修
会
を
開
催

する。
十
　
個
人
会
員
の
組
織
と
活
動
支
援

未
組
織
登
山
者
又
は
岳
連
会
員
以
外

の
登
山
団
体
に
対
し
て
個
人
会
員
を
組

織
し
、
安
全
登
山
の
普
及
と
活
動
に
関

す
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

十
一
岳
連
事
業
収
入
の
確
保

岳
連
の
事
業
・
事
務
を
円
滑
に
推
進

す
る
た
め
、
平
成
二
十
五
年
版
山
岳
写

真
カ
レ
ン
ダ
ー
の
制
作
頒
布
な
ど
の
事

業
を
行
い
、
自
主
財
源
を
確
保
す
る
。

十
二
　
創
立
七
十
五
周
年
記
念
車
業

平
成
二
十
八
年
度
に
岳
連
創
立

七
十
五
周
年
記
念
事
業
を
計
画
す
る
た

め
、
準
備
金
を
積
み
立
て
る
。

十
三
　
そ
の
他
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実
施
期
日
　
平
成
二
十
四
年
七
月
　
　
参
加
者
数
　
岳
連
役
員
及
び
講
師
十
四

二
十
二
日
（
日
）

開
催
場
所
　
上
信
越
高
原
国
立
公
園

村
上
山
及
び
鹿
沢
園
地

名
、
一
般
参
加
二
十
四
名

合
計
三
十
八
名

関
東
は
梅
雨
明
け
し
た
も
の
の
、
こ

こ
の
と
こ
ろ
週
末
ご
と
に
雨
だ
っ
た
。

実
施
日
当
日
、
目
が
覚
め
る
と
案
の
定

小
降
り
の
雨
だ
っ
た
。

）

し
か
し
、
西
の
方
は
天
気
は
回
復
し

て
き
て
い
る
ら
し
い
。
嬬
恋
村
に
向
か

う
途
中
、
渋
川
市
あ
た
り
か
ら
は
空
が

明
る
く
な
っ
て
き
た
。
今
日
は
大
丈
夫

だ
ろ
う
。
轄
馬
の
東
端
の
自
宅
と
西
端

の
嬬
恋
と
で
は
天
気
の
違
い
に
驚
い

た。
開
催
地
の
村
上
山
は
麓
に
国
民
宿
舎

や
環
境
省
が
管
理
し
て
い
る
公
園
や

キ
ャ
ン
プ
場
、
薬
草
園
等
が
あ
り
と
て

も
整
備
さ
れ
て
い
る
。
家
族
連
れ
で
も

楽
し
め
そ
う
な
場
所
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
で
の
記
事
が
多
い
た
め
冬
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
の

群
生
が
あ
り
、
近
く
の
湯
の
丸
高
原
に

は
遠
く
及
ば
な
い
も
の
の
、
時
期
に
な

る
と
結
構
華
や
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

静
か
な
場
所
で
、
結
構
穴
場
だ
と
お
も

う。

地
元
か
ら
み
れ
ば
村
上
山
は
里
山
だ

が
、
そ
も
そ
も
標
高
が
高
い
た
め
そ
れ

な
り
の
植
生
が
み
ら
れ
る
。
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
人
工
的
に
植
林
さ
れ
整
然
と

し
た
カ
ラ
マ
ツ
林
も
き
れ
い
だ
が
、
そ

の
根
元
に
も
十
分
解
説
ネ
タ
に
な
る
く

ら
い
の
野
草
が
見
受

け
ら
れ
た
。

鳥
類
も
豊
富
で
あ

り
、
何
種
類
も
の
聞

い
た
こ
と
の
な
い
鳴

き
声
が
歩
い
て
い
る

間
中
楽
し
め
た
。
途

中
、
あ
ず
ま
や
に
て

講
師
の
方
に
レ
ク

チ
ャ
ー
し
て
も
ら
い
、

冗
談
交
じ
り
の
解
説

は
良
い
休
憩
時
問
と

な
っ
た
。

こ
こ
か
ら
程
な
く

頂
上
に
で
る
の
だ
が
、

登
山
道
は
見
事
な
ゴ

ヨ
ウ
マ
ツ
の
大
木
の

樹
林
を
進
ん
だ
。
隣
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まんぐ畠山

こ
を
復
路
と
し
た
。
車
椅
子

も
通
れ
る
ほ
ど
整
備
さ
れ
た

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
高
床
式
の

通
路
だ
が
、
今
は
苔
が
生
え

て
い
て
滑
り
や
す
く
大
変
危

険
だ
っ
た
。
参
加
者
が
転
ん

だ
拍
子
に
怪
我
を
し
た
り
沢

に
転
落
し
た
り
す
る
ま
い
か

と
心
配
し
た
。
本
日
の
核
心

で
あ
っ
た
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
わ
き
で
昼
食
後
、

隣
接
す
る
薬
草
園
に
て
二
班

に
別
れ
、
職
員
の
方
々
に
解

説
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ

こ
で
は
、
一
時
間
程
度
植
物

今
回
は
、
共
済
会
の
補
助
金
の
申
請

を
し
な
か
っ
た
の
で
人
数
あ
つ
め
に
躍

起
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
新
聞
や
チ
ラ

シ
で
の
宣
伝
効
果
は
薄
く
さ
び
し
い
も

の
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
今
回
も
高
崎
山
岳
会
の
参

加
で
人
数
が
集
ま
り
、
立
派
な
自
然
観

察
会
と
な
っ
た
。
と
て
も
あ
り
が
た

か
っ
た
。

次
に
、
昔
勤
め
て
い
た
会
社
の
大
先

輩
に
会
え
た
こ
と
。
昔
か
ら
山
が
好
き

だ
っ
た
方
た
っ
た
の
だ
が
、
こ
れ
か
ら

は
山
や
人
生
の
先
輩
と
し
て
い
ろ
い
ろ

教
え
て
頂
こ
う
と
思
う
。

次
に
、
毎
朝
通
勤
途
中
に
散
歩
し
て

い
る
人
と
す
れ
違
う
が
、
そ
の
方
が
今

回
参
加
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
服

が
山
道
具
の
メ
ー
カ
ー
な
の
で
気
に

な
っ
て
い
た
方
だ
っ
た
。
世
の
中
狭
い

も
の
だ
な
あ
と
思
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
毎
回
あ
た
ら
し
い
発
見

の
あ
る
自
然
観
察
会
。
人
と
の
つ
な
が

り
が
楽
し
く
さ
せ
、
大
切
な
こ
と
だ
と

い
う
こ
と
を
感
じ
た
。

の
山
が
ス
キ
ー
場
に
な
る
雪
の
多
い
地

方
に
て
、
そ
れ
を
撥
ね
付
け
る
ほ
ど
の

枝
ぶ
り
は
自
然
の
深
さ
を
感
じ
た
。

丁
寧
に
下
草
の
刈
ら
れ
た
頂
上
は
、

晴
れ
る
と
嬬
恋
ら
し
く
麓
の
キ
ャ
ベ
ツ

畑
が
一
面
に
見
渡
せ
る
。
今
日
は
あ
い

に
く
低
い
雲
が
か
か
り
見
え
な
か
っ
た
。

し
か
し
雲
海
と
な
っ
て
お
り
浅
間
山
が

迫
る
よ
う
に
み
え
、
遠
く
は
八
ヶ
岳
連

峰
の
頂
上
が
ぽ
っ
か
り
と
み
え
た
。
出

発
し
て
か
ら
こ
こ
ま
で
、
二
時
間
半
あ

ま
り
の
行
程
で
あ
る
。

山
中
で
の
帰
り
は
往
路
を
た
ど
る
が
、

沢
沿
い
へ
降
り
る
道
の
分
岐
が
あ
り
そ

の
解
説
を
受
け
な
が
ら
散
策

を
し
た
。
参
加
者
は
プ
ロ
顔
負
け
の
知

識
が
あ
る
の
で
、
職
員
が
解
説
へ
の

ツ
ツ
コ
ミ
に
苦
笑
い
し
て
い
る
の
か
わ

かる。
一
通
り
順
路
を
巡
っ
た
と
こ
ろ
で
再

度
集
合
し
観
察
会
は
終
了
と
な
っ
た
。

例
年
な
ら
距
離
が
あ
り
、
黙
々
と
歩

か
な
い
と
間
に
合
わ
な
い
行
程
だ
っ
た

が
、
今
回
は
ゆ
と
り
が
あ
っ
た
の
で
解

説
に
時
間
が
と
れ
、
と
て
も
有
意
義
な

観
察
会
だ
っ
た
と
思
う
。

ま
た
岳
運
行
車
を
通
し
て
、
人
の
つ

な
が
り
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
た
観
察

会
で
も
あ
っ
た
。

）

山
域
　
日
光
白
根
山
　
（
二
五
七
八
m
）

期
日
　
七
月
二
十
二
日
（
日
）

天
候
　
小
雨
－
曇
り
の
ち
晴
れ

行
程

A
コ
ー
ス
　
菅
沼
登
山
口
－
弥
陀
ケ
池

－
日
光
白
根
山
山
頂
－
大
日
如
来
－

山
頂
駅
－
山
麓
駅

〔
メ
ン
バ
ー
〕
小
島
、
一
場
、
柳
、
山
川
、

北
林
、
井
上
、
清
水
、
星
野
、
梅
田
。

〔
ス
タ
ッ
フ
〕
岡
田
、
阿
部
、
長
田
、
佐
竹
、

根
岸
、
関
口
、
花
と
山
の
会
か
ら

児
島
哲
夫
講
師
。

B
コ
ー
ス
　
山
麓
駅
－
山
頂
駅
－
大
日
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まんぐ畠山

如
来
－
日
光
白
根
山
山
頂
－
坐
禅
山

－
六
地
蔵
－
山
頂
駅
－
山
麓
駅

〔
メ
ン
バ
ー
〕
新
井
、
江
原
、
入
江
、
塩
原
、

堀口。

〔
ス
タ
ッ
フ
〕
山
越
、
吉
田
、
沼
居
、
森
田
。

内
容今

回
は
上
州
観
光
㈱
の
大
型
バ
ス
で

の
ゆ
っ
た
り
移
動
で
、
七
時
頃
に
丸
沼

高
原
ス
キ
ー
場
に
着
く
。
此
処
で
、
長

田
氏
の
指
導
の
下
に
、
全
員
で
準
備
運

動
を
し
て
、
身
体
を
ほ
ぐ
す
。
そ
の
後
、

此
処
か
ら
B
コ
ー
ス
の
九
名
が
、
八
時

か
ら
運
行
し
て
い
る
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
に
、

山
頂
駅
を
目
指
し
て
乗
り
込
む
。

生
憎
の
小
雨
模
様
で
あ
る
が
、
メ
ン

バ
ー
の
気
持
ち
は
憧
れ
の

日
光
白
根
山
登
山
の
期
待

に
膨
ら
ん
で
い
る
。
A

コ
ー
ス
の
十
六
名
は
菅
沼

の
登
山
口
ま
で
更
に
バ
ス

移
動
し
て
、
其
処
か
ら
歩

き
始
め
る
。

A
コ
ー
ス
の
リ
ー
ダ
ー

は
岡
田
氏
が
務
め
、
全
体

の
安
全
や
ベ
ー
ス
配
分
な

ど
を
上
手
く
リ
ー
ド
し
、

特
別
講
師
の
児
島
氏
も
、

樹
木
や
草
花
の
解
説
を
判

り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
、

普
段
と
は
一
味
異
な
る
登

山

に

な

っ

た。
ま
た
、
各
自
が
ゴ
ミ
袋

を
持
参
し
て
の
清
掃
登
山

で
も
あ
り
、
登
山
道
に
は

殆
ど
ゴ
ミ
が
無
か
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
小
さ
な
ゴ
ミ
を

目
ざ
と
く
見
つ
け
、
回
収

し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
に
は

頭
が
下
が
る
思
い
で
あ
る
。

十
時
過
ぎ
に
弥
陀
ケ
池
に

着
く
が
、
山
頂
か
ら
東
京

の
小
学
生
一
二
〇
名
が
下

山
し
て
来
た
の
で
、
そ
れ

を
や
り
過
ご
し
て
十
時

三
十
分
か
ら
ま
た
登
り
出

す。
十
二
時
前
に
山
頂
に
着
き
、
記
念
写

真
な
ど
を
撮
る
。
そ
の
後
、
山
頂
近
く

の
広
い
場
所
で
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
。
登
山

で
一
番
嬉
し
い
ひ
と
時
で
あ
る
。

天
気
も
こ
の
頃
に
な
る
と
、
雲
間
か

ら
太
陽
が
顔
を
出
す
よ
う
に
な
り
、
昼

食
後
は
阿
部
氏
に
よ
る
有
意
義
な
テ
ー

ピ
ン
グ
の
講
習
が
あ
り
、
全
員
が
熱
心

に
聞
き
入
る
。

A
班
は
二
時
過
ぎ
に
山
頂
駅
に
着
き
、

B
班
を
待
つ
。
一
時
間
ほ
ど
遅
れ
て
B

班
も
無
事
山
頂
駅
に
着
き
、
全
員
で
記

念
写
真
を
撮
る
。
楽
し
い
有
意
義
な
交

流
登
山
で
あ
っ
た
。
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